
＜2030年の SDGs達成に向けた経営方針と目指す姿＞ 

この官民一体となったプロジェクトを推進していくことで、八代地域が「ONE TEAM」とな

り、災害対策や経済発展に寄与し、安心感が醸成され、新しい生活様式を実践することによ

り、2060年現在の人口 10万人を維持することで持続可能な八代を目指す。 

＜SDGsに関する重点的な取組み及び指標＞ 

＜パートナーシップ＞ 

運営団体：八代商工会議所・八代市商工会・八代経済開発同友会・（一社）八代青年会議所の 4

団体の他、八代市、熊本県南広域本部、熊本県八代保健所も連携している。 

構成団体：八代市議会・八代教育委員会・熊本高等専門学校八代キャンパス・八代工業高校・飲

食業組合等、以上の 62団体と連携して、安心なまちやつしろプロジェクトを進めている。 

・「SDGs に関する重点的な取組み」には環境・社会・経済の三側面の全てについて、重点的な取組みを記

載してください。なお、取組みが複数の分野に該当する場合は、それぞれの分野にチェックを入れてく

ださい。 

・「指標（更新時に向けた数値目標）」には、それぞれの取組みに対する「目指す姿」の実現を念頭に、更新時

までの数値目標を記載してください。 

・「パートナーシップ」には、企業や NPO法人、行政など関係機関との連携があれば記載してください。 

 

○ SDGsに関する重点的な取組み及び指標に係る進捗状況（※更新の場合のみ。） 

      ○登録状況：第 期登録（登録年月日：    年  月  日） 

      ○登録番号：       号                     

＜SDGsに関する重点的な取組み状況、前期の指標及び実績＞ 

三側面 

(分野に⦿） 
取組みの状況 前期の指標 実績 

環境 

社会 

経済 

   

三側面 

（分野に⦿） 
SDGsに関する重点的な取組み 指標 

環境 

社会 

経済 

簡易計算シートを用いて、社用車のガソリンの使用

量に係る CO2排出量を管理する。また、エコドライ

ブを推進する。 

CO2排出量 低減 

令和３年４月～令和４年３月までの 

基礎データを基に２０％減らす 

 

環境 

社会 

経済 

安心なまちやつしろを作ることを目指し、八代市に

おいて全ての事業者及び市民に対して参画を求め

ていく。医療・福祉関係に重点を置き、家庭からの

コロナウィルス感染防止に努めていく。 

・チェックリスト総登録件数 

令和５年 3月 2,000件目標 

・教育現場（保・幼・小・中・高等）拡

大 令和 3年 4月の件数 11件 

→令和５年 3月まで 2倍 22件 

・医療福祉関係拡大 

令和 3年 4月の件数 78件 

→令和５年 3月まで 2倍 159件 

環境 

社会 

経済 

プロジェクトの実現により企業の経済活動の活性化

を目指す。 

令和３年度から新たに以下に取り

組む。 

・景気動向アンケートの実施 

・商業統計調査検証 

事業者名：安心なまちやつしろプロジェクト推進会議 



環境 

社会 

経済 

   

環境 

社会 

経済 

   

・「登録状況」及び「登録番号」を記載してください。 

・「取組みの状況」には、前回登録申請した際の重点的な取組みの実施状況や指標の達成状況を記載して

ください。指標が未達成の場合は、その理由等も記載してください。 


